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東京大学 海外留学・国際交流プログラム報告書（超短期プログラム用） 

                                    2015 年 9 月 1 日 

東京大学での所属学部/研究科・学年（プログラム開始時）：公共政策大学院 修士一年 

 

参加プログラム:  IARU GSP          派遣先大学：University of California at Berkeley 

卒業・修了後の就職（希望）先： 1.研究職 2.専門職（医師・法曹・会計士等） 3.公務員 4.非営利団体  

5 . 民間企業（業界：模索中  ）  6 . 起業  7 . その他（        ） 

参加の準備 

①プログラムの参加手続き（手続きにあたってのアドバイスなど）提出書類が多いので、それぞれの締め切り

を逃さないように気をつけてください。 

②ビザの手続き（ビザの種類、申請先、手続きに要した時間、ビザ申請にあたってのアドバイスなど）ビザは

学生ビザと呼ばれるものです。ちょうど僕が留学する一ヶ月ほど前に米国のビザ申請システムが障害を起こ

し、ビザの発給ができない状態になってしまいました。結局ビザシステムが復旧したのが出国の 10 日前で、

ビザが届いたのが出国の前日（！）です。後輩の皆さんにはビザ申請だけは早め早めに手続きしておくことを

お勧めします。向こうの大学からの書類発送にも時間はかかるので、担当者とこまめに連絡を取って早めの手

続きを心がけてください。  

③医療関係の準備（出発前の健康診断、予防接種等） 

医療関係は特に準備してませんでしたが、地域によっては予防接種などを受けておいたほうがいいと思われま

す。  

④保険関係の準備（加入した海外旅行傷害保険・留学保険等）大学から紹介を受けた学研災付帯海外留学保険

に加入していました。  

⑤留学にあたって東京大学の所属学部・研究科で行った手続きなど（履修・単位・試験・論文提出等に関し

て）留学期間が夏学期の試験日程とかぶっているので、S2 タームの単位取得は難しいです。履修に関しては

担当教授とよく相談しましょう。  

⑥語学関係の準備（出発前の英語レベル・語学学習等）通学時間に toefl のリスニングなどを聞いたりしてい

ました。今思えば、アカデミックな英語だけでなく普段の会話に使われるような英語も学んでおくと良かった

かもしれません。具体的には海外のドラマを視聴するなどで、ネイティブ同士の英語のリスニング力を高める

などをすると良いと思います。  

⑦日本から持参した方がよいもの、その他出発前にやっておくべきこと・アドバイスなど特にありませんが、

二人部屋の場合はテーブルタップは持って行った方がいいと思います。  

学習・研究について 

①プログラムの概要（授業・予習・復習のスタイル、印象に残っている内容等）今回のプログラムは社会運動

の




